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コロナ対応改修マニュアル ３部作

①住宅用（建築関係者向け）
②小規模医療機関用（建築関係者向け）
③小規模医療機関用（医療関係者向け）

正式タイトル
「外来診療をおこなう既存小規模医療機関

を対象とする換気及び暖冷房について」



医師側（正圧）

患者側（負圧）

【ケース１】 検体採取室と待合室が分離できた事例
➢ 検体採取室＝負圧（吸気）として、
屋外へ排気させるケース
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換気の流れ
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【ケース２】 診療室内にクリーンブースを設置した事例
➢ クリーンブース＝負圧（吸気）として、
フィルターで空気浄化して循環させるケース



HEPAフィルター付きの空気循環ファン



具体例の動画（３分程度）



※札幌市保健所リーフレット

北海道 コロナ感染拡大で
宿泊療養施設ひっ迫
自宅待機230人超
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2020年11月16日 4時19分



出所：東京都 ホームページ2020年11月16日 19:00 更新

換気や温
度環境が
適切だろう
か？



コロナの影響で高齢者の外出減少
足立区の施設は昨年の７割減

• 感染を恐れて外出をためらう高齢者の体力低下が懸念
• 家族が利用に難色示すケースも

記事：東京新聞 TOKYOWeb 2020年10月31日 05時50分
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医療福祉建築連携の今後に向けた期待

• コロナだけでなく、インフルエンザ、高血圧症、アレルギー疾患など、
室内環境の要因について、知識共有が望まれる。

• 室内環境と健康への関心の高まっている今こそ、専門性、業種
を超えて、安心できる室内環境の普及に向けた対話、課題解
決の具体的な取り組みをスタートさせることが望まれる。


